
7
r
リ
ノ
プ
レ

ン
」
ト
謄
汁
性
腹
膜
炎
ト
ノ
関
係
ニ
就
テ

巴。
r
o『

L
Z

Lhw回

－
a
『
河
田
wmw
一回
ω
N
Z『

ぬ
m
w

毘
胤
m
w

ロ
唱
。
ユ
吉
田
町
民
的
・

回。N
一。rロロぬ
ぐ
oロ
匂
H

－同・

d
m凶
H
U
K
F
・

〔

h
r
g
分
三
百
一
ニ
円
H
mwr
o
g
gユ
ロ
日
仏
s
r
s
Z
2
－rr
g
d
z
－22
r
E
N
E
肉
、
。
骨
0
・

（

H
J
O「－

M
附
・
岡
田
O
げ
申
・
〕

犬
皐
院
聞
学
生

墜
事
士

京
都
帝
国
大
事
撃
墜
部
外
科
撃
研
究
室
（
磯
部
教
授
指
導
）

;b{ 

貸
験
第
三
脚
阿
議
内
へ
細
菌
乳
細
川
及
ピ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
溶
液
7
注
入
ス
ル
貸
験

四
所
見
総
括
及
ピ
考
察

五

結

論
敵
交
紗
録

女

献
附
圏
反
ピ
附
闇
説
明

目

一

緒

言

ニ
資
験
方
法

三
賀
験
記
録

資
験
第
一
源
義
内
へ
食
瞬
水
ヲ
注
入
ス
ル
資
験

資
験
第
二
股
嚢
内
へ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
溶
液
ヲ
法
入
ス
ル
賞
験

－
、
緒

言

牛

田

秀

？合

千
九
百
十
一
年

2
P
Z
M
O
E
S仏
さ
E

同

P
Z
E円
雨
氏
ガ
非
穿
孔
性
臆
汁
性
腹
膜
炎
ノ
臨
床
例
ヲ
報
告
シ
ア
以
来
、

m
o
E
2
6

＝｝2F
E
P
F
Y

H
r
r
w
P
E
S
o
w
F
出

E
ロ】内

Y
E宏
、
回
目
立
戸
当
p
m
5
3
Q
E
E－ロ】
p
z
p
小
池
百
識
、
大
池
豊
三
郎
等
諸
氏
モ

コ
レ
ュ
閥
シ
－
ア
報
告
セ

y
。
何

ν
ノ
場
合
－
一
モ
腹
腔
内
三
臓
汁
ヲ
合
ミ
、
濃
黄
色
乃
至
淡
黄
色
ヲ
呈
ス

Y
穆
出
物
ガ
存
在
U
J

、
然
モ
脇
道
－
一
A

少
ク
ト
モ
肉
眼
的
ニ
詩
明
ジ
得

ペ
キ
穿
孔
ナ
キ
ヲ
以
ア
特
異
ト
セ

y
。

第
五
品
管

F『
原

著
~ 

回

牛

六
凶
七

（
第
品
少
時
抗

一
五
七
）



第
五
各

F『

原

著
』」

牛

岡

六
四
八

（
第
参
時
蜘

一
五
八
〉

出
］
主
及
ピ
初
予
Z
H
L
E
E
－
－
雨
氏
A

臆
議
内
ニ
存
在
ス
y
「
ト

y
プ
ジ
ン
」
ア
以
－
ア
・
非
穿
孔
性
胎
汁
性
腹
膜
炎
ノ
主
問
ナ
リ
ト
シ
、
質
験
的
研

究
－
一
ヨ
ツ
ア
コ
レ
ヲ
謹
明
セ

y
。
佐
藤
豊
三
郎
氏
A

豆
三
ノ
質
験
ア
追
試
シ
、
彼
ノ
設
－
一
同
意
ス

Y
能
A

ず
U
Y

コ
ト
ア
報
告
セ

ラ
Y
。
余

A

種
々
ナ

Y
方
法
－
一
ヨ

y
－7
臆
袋
内
へ
「
ト
リ
J

プ
ジ
ン
L
溶
液
及
ピ
細
菌
乱
期
ヲ
注
入
シ
、
業
後
臆
嚢
及
ピ
腹
腔
ノ
縫
化
ヲ
検
シ
、

ン
」
ト
脆
汁
性
腹
膜
炎
ト
ノ
閥
係
ヲ
明
ア
カ
ニ
セ
ン
ト
ア
究
ノ
賢
験
ヲ
途
行
セ
リ
。

「
ト
リ
プ
シ

二

、

賓

輪

方

（
一
）
質
験
動
物
中
等
大
強
健
ナ

Y
犬
ヲ
用
7
0

手
術
準
備
ト
ジ
ア
A

前
日
午
後
ヨ
リ
絶
食
セ
ジ
ム
。
手
術
常
日
早
朝
膿
酸
「
モ

Y

ヒ
ネ
」
ヲ

開
重
一
昨
ニ
ツ
キ
一
躍
ノ
割
合
一
一

，P
水
溶
液
ト
ナ
シ
ア
皮
下
－
一
注
射
ス
。
手
術
時
－
弓
ェ

1
4プ
Y
し
全
身
麻
酔
ヲ
用
フ
。

（
二
）
手
術
方
法
犬
ヲ
仰
臥
位
二
固
定
シ
、
一
般
無
菌
的
外
科
手
術
ノ
方
式
－
一
従
ヒ
、
腹
部
正
中
線
－
一
於
ア
剣
賊
突
起
ノ
下
端
ヨ
リ
瞬
窟
へ
向

ツ
ア
切
開
ヲ
加
え
隣
寵
－
一
達
セ
ザ
Y
以
前
－
一
直
角
－
一
右
方
へ
切
開
ヲ
延
長
ジ
d

ア
腹
腔
ヲ
開
ク
。

（
イ
）
騰
畿
内
へ
騰
議
管
ヨ

y
試
験
液
ヲ
注
入
ス

Y

－一
A

先
グ
脆
嚢
ヲ
露
出
シ
、
コ
レ
ヲ
艇
遁
シ
、
謄
汁
ヲ
U
J

，ァ

一
部
分
轍
勝
管
ヲ
通
過
ジ
ア

十
二
指
腸
へ
移
行
セ
シ
メ
、
謄
嚢
管
ヲ
周
閏
組
織
ヨ

y
分
離
ジ
、
轍
臆
管
－
一
接
近
シ
ア
コ
レ
ヲ
結
繋
ス
。
ヨ
ノ
時
臆
嚢
動
脈
ヲ
謄
嚢
管
ヨ

リ
ノ
分
離
ス

Y

コ
ト
殆
ン
ド
不
可
能
ナ
レ
バ
分
離
セ
ズ
ジ
ア
動
脈
ト
臆
奨
管
ト
ヲ
同
時
－
一
結
紫
セ

9
0
究
－
一
第
一
ア

結
一致
糸
ニ
ア
勝
嚢
管

ヲ
ナ
Y
ペ
ク
脆
裳
鋭
部
－
一
接
近
シ
ア
樫
ク
縛
シ
、
コ
ノ
第
一
第
二
結
殻
ノ
間
ヨ
リ
弓
朕
－
一
轡
曲
セ
U
F

細
小
ナ
Y
注
射
針
ヲ
刺
入
シ
、
針
ノ

先
端
ガ
臆
糞
内
へ
建
セ
シ
時
二
一
試
験
液
ヲ
注
入
シ
、
注
射
針
ヲ
除
去
ス

Y
ト
同
時
－
一
第
二
結
集
ヲ
竪
ク
終
ス
。
斯
様
－
一
ス
U

戸時－－
A

注
入

液
ノ
腹
腔
－
一
洩
レ

Y

コ
ト
ナ
シ
。

（
ロ
）
肝
臓
司
ノ
貫
通
シ
ア
臆
嚢
内
へ
試
験
液
ヲ
注
入
ス
W
y

－－
A

、
細
小
－
一

uv
－
プ
鼻
、
直
ナ
Y
注
射
針
ヲ
肝
臓
ト
謄
議
ト
最
毛
密
着
セ
Y
部
分

－
一
一
於
プ
肝
臓
ア
貫
通
シ
ア
謄
嚢
内
へ
蓮
セ
シ
メ
、
試
験
液
ア
注
入
シ
、
終
レ
バ
注
嫡
針
ァ
除
去
シ
－プ
刺
入
部
ァ
暫
時
綿
紗
－
一
ア

腫

迅
ス
。

法

（
三
）
「
ト

y
プ
ジ
シ
」
溶
液

無
菌
的
「
ト

y
プ
シ
ン
」
ヲ
得
Y

コ
ト
能
A

ズ
、
且
雑
菌
ヲ
混
入
セ
M
F

「
ト
リ
ノ
プ
シ
ン
」
製
剤
ヲ
殺
菌
シ
、
然
毛
「
ト



y
プ
シ
ン
」
消
化
力
ヲ
減
退
セ
ジ
メ
ザ
Y
様
－
一
ナ
ス
コ
ト
A

甚
ダ
困
難
ナ
v

f

、
余
A

入
玉

μ殺
菌
食
盤
水
ニ
溶
解
シ
－
ア
使
用
セ

y
。

（
四
）
再
開
腹
術
死
後
ノ
襲
化
ヲ
避
ク
Y
潟
メ
ニ
「
エ

1
－プ
Y
」
麻
酔
ノ
下
－
一
腹
腔
ヲ
開
キ
再
検
セ

9
0

同
ジ
部
位
ア
用
フ
。

（
五
）
膿
嚢
ノ
組
織
準
的
検
査
臆
嚢
睦
部
一
一
於
ア
ナ
Y
ペ
ク
大
ナ
Y
片
ヲ
採
取
ジ
、
「
ツ
エ
ロ
イ
ヂ
ン
」
－
一
封
入
シ
、
切
片
A

之
レ
ヲ
「
ヘ
マ
ト

キ
シ

y
ン
・
エ
オ
ジ
ン
」
及
ピ
ヲ
ン
、
ギ

l
y
ン
氏
法
ニ
ヨ

y
染
色
シ
ア
検
鏡
ジ
タ
u
y

ガ
、
前
時
ト
シ
ア
A

他
ノ
部
位
ヨ

y
モ
切
片
ヲ
造

y

ア
検
鏡
セ

y
。

三
、
寅

録

験

tc 

資
験
第
一
腺
察
内
へ
食
腹
水
ヲ
注
入
ス
ル
貸
験

第

－

例

犬

第

四

球

中

七

・

O
延

勝
率
管
ヨ

p
幅
制
嚢
内
へ

0
・
八
五
%
減
商
食
腹
水
七
・

O
鈍
ヲ
注
入
シ
勝
義
管
7
二
重
－
－

佐
和
繋
ス
。

七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル
旦
腹
腔

－一
円
殆
シ
ド
穆
山
刷
物
ナ

シ
、
臨
阿
護
ハ
縮
小
シ
居
レ

γ

他
／
臓
器
ト
ノ
癒
着
ナ
夕
、
英
他
二
阜
、常
ナ
シ
。

服
部
担
ノ
肉
眼
的
所
見
。
長
サ

ニ
・五
、
隔

て

五
、
厚
サ

7
五
糎
、
衆
液
股
＝

制御
化
ナ

夕
、
内
容
内
地
W

級
黒
色
ノ
滋
厚
ナ
ル
膿
汁
ナ
り
、
粘
膜
ハ
品
川黄
色
、
平
静
。

脆
援
／
組
織
撃
的
所
見
。
会
暦
ユ
何
等
ノ
異
常
ヲ
俊
見
セ

ズ
。

資
験
第
二
脆
褒
内
へ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
溶
液
7
注
入
ス
ル
貧
験

第
一
例
犬
第
三
時
蜘
平
六
・
一
二
五
延

五
%
「
ト
P
プ
シ
ン
」
溶
液
七
・

O
路
7
踏
襲
管
ヨ
リ
胸
部
臨
内
へ
注
入
シ
、
服
部
説
管
ヲ
結
前
後

ス。
七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル
＝
腹
腔
内
昌
ハ
惨
尚
物
ナ
シ
。
大
綱
渡
ρ

肝
臓
ノ
下
面
ト
癒

第
五
谷

F『
原

著
....... 

a
，
 悶

4
3・H
v
丘
ロ
五
口
口

（む円－

c－
C
H・2
E
2・
’W
C
C
）

7
0
・

切
開
部
位
ト
ジ
ア
A

第
一
回
手
術
ト

者
シ
、
爾
者
／
問
＝
一
線
卵
大
ノ
膿
官
官
ア
リ
、
膿
疹
／
内
容
ρ
弛

部
＝
一
於
テ
穿
孔
シ
内
容
ハ
洩
尚
シ
山
川
Z

曲凪ナ
M
。

膿
嚢
ノ
肉
眼
的
所
見
リ
長
サ
問
・
五
、
幅
ニ
・
五
、
厚
す
了

O
纏
ナ
リ
。
縮
小
シ
耕
地
液
膜

ハ
階
級
色
ナ
リ
。
粘
膜
ハ
黒
格
色
義
膜
様
ノ
モ
／

－一
テ
覆
ハ
レ
、
底
部
＝
・
小
豆
大
ノ
穿
孔

ア
リ
。
腹
部
品
ノ
組
織
率
的
所
見
》
路
震
ノ
全
踏
ハ
「

へ
マ

ト
キ
シ

P
ン
1
エ
オ
ジ

y

t
F
染
色
ヲ
ナ

ス
ト
淡
紅
色
ユ

染
色
シ
、
細
胞
核
ノ
存
在
ヲ
認
メ
ズ
、
核
ノ
崩
解
物
ヲ
僅
力
一二
制山
ム
ル
F

。
ワ
ン
、
ギ
1
y
y
氏
染
色
法
＝
ヨ
ル
毛

深
紅
色
－一
染
色
ス
ペ
キ
佐
和
締
織
繊
維
ハ
消
失

シ
テ
淡
紅
色
品

川染
色
ス
ル
ノ
ミ
。
粘
膜
上
皮
細
胞
及
ビ
卒
滑
筋
繊
維
ハ
殆
ン
ド
痕
跡
ヲ
認

ム
ル
ノ
ミ
ト
ナ
レ

p
。

第
二
例
犬
第
六
減

5

八
・
八
庖

鴨
臓
霊
管
ヨ
リ
醐
胸
部
畠
内
へ
五
%
「
ト
u
y
プ
シ

ン
」
浴
液
五
・
O
鈍
ヲ
注
入
シ
、
臓
嚢
管
ヲ
綜
紫

λ

。七
十
二
時
陶
後
開
腹
ス
ル
－
一
、
腹
腔
＝
ρ

穆
出
物
ナ
シ
。
胸
部
品
ハ
肝
葉
ト
療
者
シ
府
ル

六
四
九

（第
多
競

一
五
九
〉



第
一
丸
谷

著
』」

F『

原

牛

国

＝
ヨ
リ
、
癒
者
ヲ
剥
離
シ
テ
コ
レ
ヲ
摘
出
セ
リ
。

路
義
ノ
肉
眼
的
所
見
。
長
サ
四
・

0
．
幅
二
・

0
、
厚
サ
ニ
・

O
糠
、
衆
縦
膜
ハ
褐
黒
色
ナ

レ
ド
穿
孔
ナ

シ
、
粘
膜
ハ
平
滑
Z

シ
テ
肉
眼
的
ユ

ハ
殆
ン
ド
強
化
守
認
メ
ズ
、
内
容
ハ
業

褐
色
泥
朕
ナ
リ
。

胸
躍
棋
ノ
組
織
準
的
所
見
。
第
一
例
／
知
ク
会
燈
ユ
一
環
死
像
ヲ
見
、

一
一綴
＝
淡
紅
色
－
一
染

色
シ
、
小
歎
／
山
川
解
シ
D

ア
ル
綿
胞
核
ヲ
見
ル
ノ
ミ
ナ
リ
。
深
紅
色
ユ
染
色
セ
ル
結
締
織
繊

維
モ
減
少
セ
リ
。

第

三

例

犬

第

二

十

一

波

九

・

問

庖

陥
糊
髭
休日
ヨ
リ
抑
制
艶
内
へ
五
%

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
浴
液
削
・

O
路
ヲ
注
入
シ
胸
部
叫
管
ヲ
結
紫

ス。

0 

問
十
八
時
間
後
開
腹
ス
ル
品
、
腹
腔
品
ハ
惨
出
物
ナ
シ
。
師
陶
磁
ハ
肝
葉
ユ
包
マ
レ
、
ョ

レ
ト
癒
着
ス
。

臓
部
劃
ノ
肉
眼
的
所
見
ν

長
サ

三
・
0
、
幅
一
・
五
、
厚
サ
一
・

O
糎
、
衆
液
膜
ρ

淡
紅
色
粘

膜
ハ
淡
褐
色
平
静
、
内
容
ハ
賀
補
色
／
精
濁
濁
セ
ル
液
ナ

p
。
穿
孔
ナ
シ
。

胸
部
拠
ノ
組
織
象
的
所
丸
。
粘
膜
ハ
照
版
シ
、
粘
膜
閲
有
暦

－一
ハ
図
形
細
胞
ノ
浸
潤
多
シ
、

筋
肉
屠
及
ピ
時
点
液
膜
下
厨
－
一
モ
同
様

一
一
図
形
細
胞
ノ
浸
潤
多
夕
、
血
管
怒
張
兄
レ
ド
、
何

庭
＝
モ
壊
死
像
ヲ
後
見
セ
ズ
。

第
四
例
犬
第
二
十
二
時
蜘

8

六
・
ニ
庖

胸
部
臨
管
ヨ

p
m刷
都
品
品
流
%
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
溶
液
五
・

O
沌
ヲ
注
入
シ
、
隔
制
踏
襲
管
ヲ
新

幹

h
z
。
七
十
二
時
間
後
関
腹
Z

ん
て
腹
腔
内
ユ
ハ
少
盆
ノ

淡
紅
色
T

ル
穆
尚
物
ア

胸
裏
ハ
肝
業
－
一
テ
包
7

レ
、
ヨ
レ
ト
癒
着
λ

o

m婆
ノ
肉
眼
的
所
見
。
日
目
サ
三
・
五
、
隔
て
八
、
厚
サ
一
・

O
輝
、
銀
波
膜
ハ
大
部
分
癒

着
剥
殿
町
ナ
ル
ヲ
以
テ
赤
禍
色
ヲ
零
シ
、
粘
膜
ハ
卒
滑
灰
白
色
。
健
部
－
一
於
テ
頚
部
－
一
近

キ
部
分
－
一
一
何
針
頭
大
／
官
庁
孔
ア
リ
、
内
容
ハ
暗
級
色
／
透
明
液
ナ

p
。

穴
五

O

（第
参
競

一
六

O
）

組
織
墜
的
所
見
ω

粘
膜

ハ
腫
脹
シ
、
粘
膜
閲
有
暦
ヨ

リ
衆
液
膜
－
一

至
ル
ヱ
ア
園
形
細
胞

ノ
浸
潤
ア
リ
テ
肥
厚
ス

レ
ド
、
壊
死
像
ヲ
見
ズ
。

第
五
例

犬
第
二
十
三
就

Z

六
，
五
冠

路
選
管
ヨ
リ
脚
援
内
へ
五
%
寸
ト
リ
プ

シ
y
」
溶
液
五
・
O
M山
ヲ
注
入
シ
・
膿
部
臨
舛日
ヲ倍加

紫
ス
。七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル
て
腹
腔
－
一
ハ
多
量
ノ
暗
紅
色
／
溜
濁
セ
ル
穆
出
物
ア
リ、

服
部
艶
ト
周
図
／
臓
器
ト
ノ
癒
着
ナ
シ
、
路
運
／
底
部
品
ハ
小
豆
大
ノ
穿
孔
ア

p
、
腹
膜
＝

ハ
穏
皮
ノ
充
血
ア
目
。

帥
刷
嚢
／
肉
眼
的
所
見
。

長
サ
三
・

0
、
幅
二
・

0
、
厚
サ
0
・五
糠
、粘
膜
及
ピ
衆
液
膜
ハ

何
レ
モ
級
黒
色
プ
曇
シ
、
内
容
ハ
洩
山
山
シ
テ
容
一
虚
ナ

H
。

路
嚢
／
組
織
田
牢
的
所
凡。

全
凪
眉
ガ
一
t

様
品
淡
紅
色
一
ご
染
色
シ
、
細
胞
核

ハ
大
部
分
消
失

シ
、
唯
散
在
性
－
一
小
数
ノ
細
胞
核
ヲ
克
ル

ノ
ミ
、

粘
膜
上
皮
細
胞
／
輪
廓
ヲ

モ
認
ム
ル
能

ハ
ズ。
腹
腔
内
穆
出
物
／
化
事
的
試
験
。
州
川
引
川
氏
脆
色
素
反
線
陰
性
、
国
一
－
一
三
五
羽

司隣国

ι。コ
ヨ
2
・均一
E

氏
「
ピ
リ

ル
ピ
ン
」
直
接
説
明
法
＝
司
ル
モ
『
ピ
リ
ル
ピ

ン
L

ヲ
検
山
山
セ
ズ
、

ペ
ツ
テ

y

コ
1
フ
エ
ル
氏
腿
隙
反
感
陽
性
ナ
H
。

第
六
例
犬
第
五
波

8

一
0
・
六
冠

輸
路
管
ヲ
十
二
指
腸
関
口
部
一
一
接
近
シ
テ
結
繋
シ
、
五
%
「
ト
リ
プ

シ
y
」
溶
液
五・
0

姥
ヲ
肝
臓
ヲ
貫
通
シ
テ
隠
蓑
内
へ
詮
入
ス
。

七
十
二
時
間
後

品ハ

眼
球
結
膜
、
日
義
銘サ
ハ
著
明
ナ
ル
責
症
色
ヲ
曇
ス
。
腹
腔
内
＝
ハ

湾
出
物
ナ

ν
。
腹
膜
ハ

一一
様
昌
一
淡
キ
策
痘
色
ヲ
曇
λ

。
輸
帥
刷
管
、
勝
褒
管

ハ
鰹
皮
－
一
機
張

ス
。
開
嚢
ハ
肝
葉
ト
筋量
一骨
ス
。

踏
襲
ノ
内
線
的
所
見
。

長
サ
五
・

o、
阪
三
・
五
．
厚
サ
ニ
・
五
棟
、
紫
波
膜
ハ
愉常
赤
褐
色

粘
膜
ハ
灰
白
色
平
静
、
内
容
ハ
資
格
色
昌

シ
テ
殆
ン
ト
透
明
ナ

ル
脆
汁
ナ
リ
。

胸
部
艶
／
組
織
率
的
所
九
d

粘
膜
固
有
府
ハ
一
一
様
＝

淡
紅
色
品

染
色
シ
、
細
胞
核
ノ
存
在



ヲ
認
メ
ズ
。
叉
粘
膜
上
皮
細
胞
ノ
輪
廓
ヲ
モ
認
メ
ズ
。
筋
肉
暦
ヨ
り
衆
液
膜
品
至
ル
間

－一

山
ハ
図
形
細
胞
／
浸
潤
多
シ
。

第
七
例
犬
第
十
三
波
平
七
・
八
庖

輸
帥
帽
管
ヲ
十
二
指
腸
関
口
部
ユ
一
按
近
シ
テ
位
和
紫
シ
、
五
%
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
溶
液
五
・0

路
ヲ
肝
臓
7
貫
遁
シ
テ
路
間
島
内
へ
詮
入
ス
。

五
日
後
品
ハ
眼
球
結
膜
、
口
益
、
舌
等
ハ
箸
シ
キ
北
丸
紅
色
ト
ナ
レ
リ
。
開
腹
λ

ル一
二
腹

腔
内
ユ
ハ
雄
官
出
物
ナ
シ
。
内
臓
腹
膜
ハ
一
機
二
良
市
一
色
プ
帯
ピ
、
輸
膿
管
ハ
披
張
シ
一
京
指

大
ナ
り
、
脆
嚢
ト
照
閤
ノ
臓
器
ト
ノ
問
－
一
棟
着
ナ
シ
。

胸
高
島
／
肉
眼
的
所
見
。
臣
民
サ
三
・
五
、
幅
二
・
五
、
厚
サ
一
・
八
糎
・
粘
膜
及
ピ
紫
波
膜
－
一

異
常
ナ
夕
、
内
容
ハ
暗
線
色
ナ
ル
臓
汁
ナ
リ
。

胸
嚢
／
組
織
撃
的
所
見
。
粘
膜
ハ
腫
脹
シ
・
粘
膜
固
有
暦
ヨ
日
韓
米
液
膜
ユ
至
ル
間
三
少

数
／
園
形
細
胞
ノ
浸
潤
ア
レ
ド
壊
死
像
ヲ
見
ズ
。

第
八
例
犬
第
十
時
抗
平
六
・
一
庖

肝
臓
7
貫
通
シ
テ
施
率
内
へ
五
%「
ト
リ
プ
シ
ン
」
溶
液
五
・

O
姥
ヲ
注
入
ス
。
踏
襲
管

及
ピ
輸
勝
管
＝
ハ
仕
和
繋
ヲ
施
サ
ズ
。

七
十
二
時
間
後
開
腹
λ

ル
＝
腹
腔

－
一
ハ
湾
出
物
ナ
シ
。

抽
刷
蜜
ノ
肉
眼
的

川
見
。
長
サ
＝
一
・

o、
幅
了
五
、
厚
サ
一
・

O
穂
、
粘
膜
及
ピ
紫
液
膜
ハ

淡
紅
色
昌
テ
卒
滑
ナ
リ
、
内
容
ハ
賞
褐
色
濃
厚
ナ
ル
腸
汁
ナ
9
0

路
間
棋
ノ
組
織
象
的
所
見
。
粘
膜
ヨ

H
紫
波
膜
＝
E
－
玄
関
＝
ハ
何
等
／
異
常
ナ
夕
、
図
形

細
胞
／
浸
潤
モ
ナ
シ
。

貸
験
第
三
脚
議
内
へ
細
菌
乳
剤
R
A
ビ
「
ト
F
プ
シ
ン
」
溶
液
ヲ
注
入
ス
ル
賓
験

第

－

例

犬

第

七

時

蜘

平

三

了
間
近

健
全
ナ
ル
犬
／
十
二
指
腸
内
容
ヲ
寒
天
品
開
菌
培
養
基
ユ
二
十
四
時
間
培
養
シ
、
一

斜
面

ユ
ツ
キ
0
・
八
五
%
滅
菌
食
堕
水
一

O
粍
ノ
割
合
＝
溶
解
シ
、
コ
ノ
蘭
乳
鮒
五
・
0
%
7抽刷

嚢
管
ヨ
リ
服
部
艶
へ
注
入
シ
、
腕
刷
豪
管
ヲ
佐
和
繋
ス
。

七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル
晶
、
腹
腔
内
＝
ハ
穆
出
物
ナ
シ
、
胸
嚢
ト
肝
葉
ト
ハ
癒
着
ス
。

第
五
巻

F『
康

箸
もd

牛

局

路
震
／
肉
眼
的
所
見
。
長
サ
閉
・
0
、
幅
二
・
五
、
厚
サ
一
・
五
糎
、
勝
轟
壁
ρ

肥
厚
シ
、

内
容
ハ
暗
級
色
＝
テ
悪
臭
ア
り
、
持
政
液
膜
ハ
淡
褐
色
粘
膜
ハ
卒
滑
－
一
シ
テ
淡
緑
色
ナ
F
。

腹
部
掛
／
組
織
率
的
所
見。

粘
膜
上
皮
ニ
努
化
ナ
シ

、
粘
膜
固
有
暦
ヨ
リ
衆
液
膜
下回眉－一

至
ル
間
＝
ハ
多
数
／
関
形
細
胞
ノ
浸
潤
ア

p
o

第
二
例
犬
第
八
披

平

九
・
二
延

第
一
例
品
田
川
ヒ
シ
菌
乳
剤
／
痩
餓
－
一
「
ト
り
プ
シ
y

』
プ
五
%
／
割
合
三
浴
解
シ
、
コ
レ

ヲ
五
・

O
沌
ダ
ケ
施
誕
管
ヨ

リ
臓
部
島
内
へ
注
入
シ
、
路
震
管
ヲ
結
紫
ス
。

七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル
ュ
、
腹
腔
且
ハ
多
量
／
淡
黄
色
ノ
潤
海
液
ア
日
、
鴨
細
部
艶
ハ
肝

葉
ト
婦
問
者
ス
、
腹
膜
一一
部
皮
／
充
血
ア
リ
。

瞬
府
議
ノ
肉
眼
的
所
見
。
長
サ
六
・

o、
幅
三
・
五
、
厚
サ
ニ
・

O
糎
、
腹
部
品
墜
ハ
肥
厚
ス
レ

ド
穿
孔
セ
ズ
。
内
容
ハ
帯
賞
緑
色
一
一
シ

テ
少
盆
ア
作
／

ミ
。
粘
膜
及
ピ
衆
液
成
ハ
淡
褐
色

品
シ
テ
粉
潤
濁
ス
。

臓
部
組
／
組
織
接
的
所
見。

全
麿
一
様
品
淡
紅
色
ヲ
曇
シ
、
細
胞
核
ノ
存
在
ヲ
認
メ
ズ
、

唯
散
夜
性
－
ニ
別
解
セ
ル
細
胞
昨
秋
ヲ
認
ム
ル
／
ミ
。

腹
腔
内
穆
出
物
／
化
接
的
試
験
ザ
ハ
川
川
川
氏
抽
脚
色
素
反
燦
陰
性
、
国

4
5
3
3
d－M

－op
切

2
H
r
氏
「
ピ
リ
ル
ピ
ン
」
直
接
詮
明
法
昌
ヨ
ル
モ
「
ピ

piN
ピ
ン
」
／
検
出
不
能
、

ベ
ツ
テ
ン
ヨ
1
7
エ
ル
氏
勝
酸
反
照
陽
性
。

第
三
例
犬
第
十
七
波
平
一
朗
・
ニ
庖

正
常
犬
十
二
指
腸
内
容
ヲ
犠
養
シ
、
第
一
例
ユ
於
ケ
ル
ガ
知
ク
商
乳
剤
ヲ
製
シ
、
凶
・
0

姥
ヲ
膿
蚤
管
ヨ
リ
勝
薬
品
注
入
シ
、
勝
圏
整
昌
ヲ
結
禦
ス
。

七
十
二
時
間
後
開
腹
ス
ル
て
腹
腔
－
一
ハ
多
量
ノ
紅
褐
色
ノ
溜
濁
セ
ル
穆
出
物
ア

F
、

膿
嚢
ト
肝
葉
ト
ρ

癒
着
シ
、

腹
膜
ユ
ハ
一
般

一
ニ
鰹
度
／
充
血
ア

p
o

臆
嚢
ノ
肉
眼
的
所
見
。
長
サ
六
・

o、
幅
一三
・
五
、
厚
サ
一
・

O
瓶
、
楽
波
膜
ハ
淡
格
色
、

粘
膜
ハ
黒
椅
色
一
一

テ
卒
滑
ナ
P
、
胸
躍
聾
壁
一
？
穿
孔
ヲ
認
メ
ズ
、
内
容
ハ
黒
褐
色
泥
状
ユ
シ

テ
・
少
量
一
一
存
在
ス
ル
ノ

ミ
ナ

p
。

脳
細
説
／
組
織
率
的
所
見。

拙
嗣
嚢
壁
＝
ハ
程
度
／
肥
厚
ア
リ
、
会
居
一
様

二
一
淡
紅
色
－
ご
染

六
五

〈
第
参
競

一
六
一
）



第
五
容

F園、．

原

著
"-'-

民

牛

色
シ
、
細
胞
核
／
存
在
ヲ
認
ム
ル
能
戸
ズ
。

腹
胞
内
惨
山
同
物
ノ
化
率
的
試
験
。
グ
メ

H
ン
氏
腸
色
素
反
際
陰
性
、
口
一
」
ヨ
ロ
－
Z

2ロ

雪
戸
田
2
幸

氏
「
ピ
リ
ル
ピ
ン
」
直
接
詮
明
法
ユ
ヨ
ル
モ
「
ピ
リ
ル
ピ

ン
』
ヲ
検
肉
セ
ズ
、

イ
ツ
テ

ン
2

1

7

エ
ル
氏
勝
酸
反
感
陽
性
。

第
四
例
犬
第
十
八
獄
中
九
・
凶
延

第
三
例
＝
用
ヒ
シ
菌
乳
刷
用
ノ
d
m絵
ユ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
五
%
／
割
合
－
一
溶
解
シ
、
コ
レ

ヲ
問
・

O
施
胸
嚢
管
ヨ
リ
帥
刷
費
内
へ
注
入
シ
、

m豪
伊
｛
巨
ヲ
結
繋
z
。

七
十
二
時
間
後
腹
腔
ヲ
開
ク
＝
腹
腔
＝
ハ
多
量
ノ
貧
褐
色
ノ
潤
濁
セ
ル
穆
出
物
ア

p
。

胸
婆
ハ
他
／
臓
器
ト
癒
着
セ
ズ
、
肝
臓
＝
附
着
セ
ル
部
分
ノ
外
ハ
大
部
分
壊
死
二
階
リ
テ

消
失
シ
、
大
ナ
ル
穿
孔
ヲ
造
レ

p
o

抽
刷
嚢
壁
／
肉
眼
的
所
見
u
E
K
サ
五
・
五
、
幅
二
・
五
纏
．
厚
サ
ハ
穿
孔
T

ハ
ナ
ル
＝
ヨ
リ
測

定
ス
ル
ヲ
得
ズ
。
浅
留
セ
ル
臓
嚢
壁
ノ
衆
液
膜
及
ピ
粘
膜
ハ
暗
褐
色
－一
シ
テ
、
内
容
ハ
全

部
洩
肉
シ
テ
存
在
セ
ズ
。

m国
畢
ノ
組
織
撃
的
所
見
υ

会
居
一
一
線
昌
一
淡
紅
色
＝
染
色
シ
、
殆
ン
ド
細
胞
核
／
存
在
ヲ

認
メ
ズ
、
粘
膜
よ
皮
細
胞
モ
其
影
7
渓
ス
。

腹
腔
内
穆
出
物
ノ
化
象
的
試
験
。

グ
メ

p
y
氏
脚
色
素
、
反
隠
陰
性
、
出
口
－

degmgE

島

3
国
司
事
氏
「
ピ
り
ル
ピ
ン
」
直
接
設
明
法
－
－
ヨ

p
「ピ

H
ル
ピ
ン
」
ヲ
詮
明
シ
得
、

4
引
列
川
町
川
引
！
品
川
氏
掬
酸
反
感
陽
性
。

第
五
例
犬
第
二
十
時
抗

8

八
・
閉
廷

第
三
例
＝
用
ヒ
シ
菌
積
ヲ
二
十
四
時
間
培
養
シ
、
同
様
ナ
ル
方
法
＝
テ
菌
乳
剤
ヲ
製
シ

目
、
所
見
繕
揺
及
ビ
考
察

六
五

ー
ム，、
一一」J

〈第
参
競

五

%
ノ
割
合
ユ
「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
溶
解
シ
、

入
シ
、
脆
業
管
ヲ
佐
和
紫
ス
。

阿
十
八
時
間
後
開
腹
ス
ル
品
、
腹
腔
内
昌

ハ
穆
尚
物
ナ
シ
。
施
嚢
底
ト
健
壁
腹
膜
及
ピ

大
綱
膜
ト
ハ
癒
着
シ
、
コ
ノ
間
一
了
小
鬼
平
拳
大
／
膿
晴
樹
ア
リ
、
膿
晴
樹
ノ
内
容
ハ
暗
淡
紅
色

ノ
溜
淘
液
ナ

p
。

腹
部
艶
／
肉
眼
的
所
凡
。
長
サ
三
・
五
、
幅
二
五
、
厚
サ
一
・

O
糎
、
衆
液
膜
ρ

暗
褐

色
、
粘
膜
毛
暗
褐
色
ナ
P
。
胞
嚢
ノ
底
部
＝
ハ
帽
針
頭
大
ノ
穿
孔
ア
リ
テ
服
務
腔
ト
交

遁
A
U

ヨ
レ
ヲ
閥
・
O
銘
勝
嚢
管
ヨ
リ
膿
嚢
内
へ
詮

胸
嚢
ノ
組
織
聞
学
的
所
見
。
粘
膜
上
皮
細
胞
ハ
殆
y
y
尋
常
ナ
リ
。
粘
膜
固
有
屠
・
筋
肉

居
、
銀
波
膜
下
層
三
充
血
シ
、
図
形
細
胞
／
波
潤
ア
F
。

第
六
例
犬
第
十
四
務

8

八
・
八
庖

「ト

p
プ
シ
ン
」
－
一
含
有
サ
レ
ル
線
高
ヲ
港
天
斜
面
培
養
基
＝
二
十
凶
時
間
培
養
シ
、
ヨ

ノ
一
斜
面
7
滅
菌
食
盤
水

一
O
銘
＝
溶
解
シ
、
コ
E

’
乳
剤
五
・

O
粍
ヲ
路
震
管
ヨ
リ
膿
援

内
へ
注
入
シ
、
勝
嚢
管
ヲ
結
繋
ス
。

五
日
間
経
過
シ
テ
カ
ラ
開
腹
λ

ル
一一
、
腹
腔
－
一
ハ
穆
偽
物
ナ
シ
、
腹
膜
＝
モ
異
常
ナ
シ
o

m轟
ノ
内
眼
的
所
見
。
長
f

＝
一・
0
、
幅
了
七
、
厚
サ

一
・
二
糖
、
粘
膜
及
ピ
衆
液
膜
昌

異
常
ナ
夕
、
内
容
ハ
暗
線
黄
色
透
明
》

臓
援
／
組
織
率
的
所
見
。
何
等
異
常
ヲ
認
メ
ズ
。
従
ツ
テ
余
ハ
「
ト
F
プ
シ

ン
」
／
無
菌

溶
液
ヲ
用
ヒ
ザ
P
シ
毛
、
コ

レ
品
含
マ
ル
ル
雑
菌
ノ
影
響
ハ
殆
ン
ド
皆
無
ナ
ル
ヲ
以
テ
無

菌
溶
液
ト
見
倣
λ

モ
可
ナ
ラ
ン
。

（
一
）
臆
嚢
内
へ

0
・
八
五
%
減
菌
食
韓
水
ヲ
注
入
シ
、
臆
嚢
管
ヲ
同
時
四
一
結
諜
ジ
、
七
十
二
時
間
後
検
ス

Y

て

腹

腔
F

二

異

常

ナ

ク

、

臆

議

－
一
モ
肉
眼
的
及
ピ
組
織
皐
的
議
化
ヲ
認
ム

w
y

能
A

ズ
。

（
二
）
臓
撃
内
へ
五
%’「
ト
リ
プ
シ
シ
」
溶
液
ア
臆
業
管
ヨ

9
注
入
ジ
、
勝
誰
管
ヲ
結
梨
セ
シ

一
、
七
十
二
時
間
後
＝
検
シ
タ

Y
モ
ノ

三

例

－ご
於
－
プ



A

組
織
皐
的
ュ
臆
嚢
壁
金
屠
ノ
壊
死
ヲ
見
y
、
郎
チ
粘
膜
ヨ

y
竣
被
膜
－
一
至
U
F
7
J
ア
一
様
二
一
淡
紅
色
－
一
染
色
hv
、
殆
ン
ド
細
胞
核
ノ
存
在
ヲ

認
メ
ズ
、
粘
膜
上
皮
細
胞
ノ
輪
廓
モ
不
明
ナ

9
0
此
三
例
中
／
一
例
－
一
一
於
－
7

A

臆
嚢
穿
孔
シ
ア
汎
費
性
腹
膜
炎
ト
ナ

V

Y
毛
、
他
ノ

一
例
A

穿
孔
ス

Y

モ
癒
着
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
限
局
性
腹
膜
炎
ト
ナ
9
、
其
他
ノ
一
例
A

全
屠
－
一
壊
死
ヲ
見
Y

毛
、
癒
着
ut
－
ア
臆
嚢
ノ
穿
孔
ヲ
来
サ
ズ
。

備
ホ
他
J

一
例
－
一
於
ア
A

七
十
二
時
間
後
検
セ
ジ
ュ
、
臆
嚢
－
二
小
ナ
Y
穿
孔
ア
レ
ド
、
汎
費
性
腹
膜
炎
ナ
ク
、
牒
嚢
壁
－
一
A

全
屠
ニ
固
形

細
胞
ノ
浸
潤
ヲ
見
Y

ノ
ミ
ニ
ア
壊
死
像
ヲ
見
ザ
9
キ。

又
他
ノ
一
例
A

四
十
八
時
間
後
検
ジ
タ
Y

－
一
、
腹
腔
－
一
一
獲
化
ナ
ク
、
謄
議
－
一
A

R

f
一
屠
－
一
固
形
細
胞
ノ
浸
潤
ヲ
見
タ
Y
ノ
ミ
－
一
－
ア
穿
孔
ヲ
見

ザ
リ
ノ
キ
。

（
三
）
騰
嚢
内
へ
肝
臓
ヲ
貫
通
シ
ア
五
%
「
ト
リ
プ
ジ
ン
ー
溶
液
ヲ
注
入
シ
、
轍
臆
管
ヲ
結
致
セ
シ
ュ
、
七
十
二
時
間
後
ニ
慨
セ
シ
一
例
－
一
於
－
プ
A

粘
膜
及
ピ
粘
膜
固
有
屠
三
壊
死
像
ヲ
見
、
其
他
ノ
層
Z

A

聞
形
細
胞
ノ
浸
潤
ヲ
見
夕
刊
ノ
。
他
ノ
一
例
－
一
A

全
屠
－
一
固
形
細
胞
ノ
浸
潤
ヲ
見
U
F

Y

ミ
ナ
リ
キ
。
「
ト
η
ノ
プ
ジ
ン
」
ヲ
同
様
－
一
注
入
セ
ジ
ノ
ミ
ニ
ア
、
轍
腸
管
モ
臆
嚢
管
モ
結
晶
糸
セ
ザ

y
ジ
モ
ノ
ユ
A

、
謄
嚢
壁
－
一
固
形
細
胞
ノ

浸
潤
ヲ
モ
見
Y

2
ト
ナ
ジ
、
腹
腔
－
一
A

何
レ
ユ
モ
一
鑓
化
ナ
カ

y
キ。

（
四
）
騰
嚢
管
ヨ
リ
臆
嚢
内
へ
正
常
犬
ノ
十
二
指
勝
内
容
ヨ

y
採
取
シ
タ

Y
細
蘭
乳
剤
ヲ
注
入
シ
、
臆
嚢
管
ヲ
結
紫
シ
、
七
十
二
時
間
後
検
ス

Y

ユ
一
例
ユ
於
－
プ
A

腹
腔
－
一
一
獲
化
ナ
ク
、
臆
嚢
ノ
全
層
－
一
固
形
細
胞
ノ
浸
潤
ヲ
見
Y
ノ
ミ
ナ

y
。
他
ノ
一
例
－
一
一
於
ア
A

肉
眼
的
－
一
A

殆
ン
ド
謄

嚢
壁
ノ
獲
化
ヲ
見
ザ
M
F

毛
、
組
織
率
的
－
二
金
層
ノ
壊
死
ア
リ
、
臆
嚢
壁
ニ
A

肉
眼
的
－
一
穿
孔
ヲ
認
メ
ザ
U
F

モ
、
腹
腔
－
二
多
量
ノ
紅
褐
色

ノ
掴
濁
液
ア
リ
ノ
。

細
商
乳
剤
ノ
中
へ
「
ト
リ
ノ
プ
ジ
ン
」
ヲ
加
ヘ
ア
臆
嚢
内
へ
注
入
シ
、
七
十
二
時
間
後
検
ジ
タ
Y

－
一
、
同
一
ノ
細
菌
乳
剤
ノ
ミ
ヲ
注
入
ジ
タ
Y
場

合
－
一
比
シ
腹
睦
及
ピ
臆
嚢
ノ
獲
化
著
明
ナ
η
ノ
。
郎
チ
一
例
－
一
於
－
プ
A

腹
腔
内
ニ
多
量
ノ
淡
黄
色
ノ
凋
濁
液
ア

y
、
謄
嚢
－
一
刀
肉
眼
的
－
一
穿
孔

モ
ナ
グ
、
叉
殆
ン
ド
措
暖
化
モ
認
メ
得
ザ
Y

－
一
拘
－
フ
ズ
、
組
織
率
的
ニ
A

全
暦
ノ
壊
死
ヲ
見
y
。
2

V

ト
同
一
ノ
細
商
乳
剤
ダ
ケ
ヲ
注
入
シ
タ

U
Y

場
合
－
一
A

腹
腔
－
一
獲
化
ナ
ク
、
唯
全
屠
一
一
固
形
細
胞
ノ
浸
潤
ヲ
見
Y

ノ
ミ
ナ
？
っ
他
ノ

一
例
－
一
於
ア
A

腹
腔
－
一
多
量
ノ
貰
褐
色
ノ
掴
濁
液

第
五
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第
五
拳

F司
原

薯
‘A 

牛

同

中
ハ
五
四

（
第
参
時
制

一
六
四
〉

ア
9
、
脆
嚢
ノ
全
屠
A

壊
死
－
一
陥

y
且
大
部
分
消
失
シ
ア
大
ナ
Y
穿
孔
ヲ
形
成
ス
。

A

組
織
準
的
ニ
臆
褒
壁
ノ
壊
死
ヲ
聾
明
ス
レ
ド
、
肉
眼
的
ニ
A

穿
孔
ヲ
示
＋
ノ
ズ。

細
菌
乳
剤
及
ピ
「
ト

y
プ
シ
ン
」
ヲ
注
入
ジ
四
十
八
時
間
後
検
ジ
タ
Y

－
一
、
小
ナ
Y
穿
孔
ヲ
臆
嚢
ノ
底
部
一
一
認
ム
レ
ド
、
臆
集
壁
－
一
A

固
形
細

胞
ノ
浸
潤
ヲ
見
Y
ノ
ミ
ナ
9
0

コ
レ
ト
同
一
ノ
細
菌
乳
剤
ノ
ミ
ヲ
注
入
シ
タ
Y
場
合
－
一

「
ト
ク
プ
シ
ン
」
－
一
合
有
＋
，
J
Y
、
雑
酌
ヲ
勝
一
裳
へ
注
入
シ
、
臆
嚢
管
ヲ
結
梨
ス

Y

号
、
臆
嚢
壁
－
一
殆
ン
ド
愛
化
ヲ
惹
起
セ
ズ
。

（
五
）
腹
腔
内
惨
出
物
ノ
化
撃
的
試
験
ヲ
行
フ
ニ
ペ
汁
別
利
引
川
汁
4
J
l氏
騰
酸
反
感
A

何
レ
ノ
場
合
－
一
モ
陽
性
ナ
レ
ド
、
グ
メ

y
ン
氏
臆
色
素

反
臆
A

何
レ
ノ
場
合
－
一
毛
陰
性
ナ
9
0
回
す
－

E田
〈

E
L
S
出
2
・m｝
戸
氏
直
接
法
－
一
ヨ

y
「ピ

y
y
ピ
ン
」
ヲ
検
ス

Y

ェ
臆
嚢
内
へ
細
菌
及
ピ

「
ト
リ
プ
シ
ン
」
ヲ
注
入
シ
、
騰
嚢
－
一
穿
孔
ヲ
認
メ
ジ
場
合
－
一
ノ
ミ
読
明
セ
ラ
レ
、
他
ノ
場
合
－
－
A

陰
性
ナ

y
キ。

（
六
）
巴
え
氏
A

食
後
ノ
す
ニ
指
腸
液
ヲ
轍
尿
管
「
カ
－
プ

1
－プ
Y
」－一ヨ

y
－
プ
、
轍
臆
管
、
謄
襲
管
ヲ
遁
過
シ
、
勝
嚢
内
へ
注
入
シ
タ
Y

ニ
、
騰

褒
壁
ノ
壊
死
ヲ
見
タ
Y

号
、
穿
孔
ヲ
見
ザ
9
ジ
ト
、
然
U
J

少
量
ノ
膿
汁
色
ヲ
帯
ピ
ジ
液
ガ
腹
腔
内
ュ
存
在
ス

Y
ヲ
認
メ
タ

y
ト
イ
フ
。

F
E
Z
E
E－
氏
A

糞
便
ノ
乳
剤
或
A

「
チ
プ
ス
」
菌
液
ア
膿
嚢
管
ヨ
η
ノ
臆
嚢
内
へ
注
入
ジ
タ
Y

モ
、
臆
嚢
－
一
炎
症
ヲ
見
w
y

ノ
ミ
ニ
ア
臆
嚢
壁

ニ
A

壊
死
ア
見
ズ
。
コ
レ
ニ
反
シ
ア
「
ト
リ
プ
シ
ン
し
溶
液
ヲ
注
入
シ
タ
Y
場
合
－
一
A

臆
糞
壁
－
一
壊
死
ヲ
見
レ
ド
穿
孔
ナ
ジ
、
然
シ
腹
腔
内
惨

出
物
－
一
A

騰
酸
ヲ
謹
明
シ
得
タ

9
ト
イ
フ
。

余
ノ
質
験
結
果
ニ
ヨ
レ
バ
「
ト

y
ア
シ
ン
」
ヲ
謄
轟
へ
注
入
シ
、
脆
畿
管
ヲ
結
設
ス
レ
バ
、
巴

z
u
F
Zロゲ
hr
Z

白吋
南
氏
ノ
賞
験
結
果
ト
同
様

－
一
騰
嚢
壁
－
一
壊
死
ヲ
見
w
y

ガ
、
癒
着
－
一
ヨ
叫
ノ
ア
汎
費
性
腹
膜
炎
ノ
起
Y
ノ
ヲ
防
止
す
山
戸
、
コ
ト
多
シ
。
壊
死
－
一
ナ
ラ
ザ
Y
以
前
ノ
臆
嚢
壁
ア

槍
ス

y
vご
全
唐
－
一
固
形
細
胞
ノ
浸
潤
ヲ
見
y
。
正
常
犬
ノ
十
二
指
腸
内
容
菌
ノ
ミ
ヲ
注
入
ス

Y

毛
非
穿
孔
性
－
一
腹
膜
炎
ヲ
起
シ
、
脂
議
壁
ノ

壊
死
ヲ
見
Y
場
合
モ
ア

y
タ
レ
バ
、
余
A

m

W

｝戸亡

H
L
E
E－
氏
ノ
イ
へ

Y
ガ
如
ク
臆
嚢
壁
ノ
壊
死
A

「ト

y
プ
シ
ン
」
ノ
ミ
／
作
用
－
一
ヨ
日
ノ
ア
費

生
ス
U
F

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
十
二
指
腸
内
細
菌
ノ
ミ
ノ
作
用
－
一
ヨ

y
F
モ
費
生
ジ
得
ト
主
張
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
o

（
七
）
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ト
同
時
－
一
十
二
指
腸
内
細
菌
ヲ
作
用
セ
シ
ム

ν
バ
、
細
菌
ノ
ミ
作
用
＋
ノ
セ
タ
場
合
－
一
比
シ
、
臆
嚢
及
ピ
腹
腔
ノ
養
化
高
度



コレ
A

恰
モ
腸
管
開
業
症
ユ
於
－
プ
開
業
腸
管
内
容
菌
ニ
少
量
ノ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
ヲ
加
ブ
レ
バ
、
協
同
作
用

－一ヨ叫
ノ
ア
、
内
容
菌
ノ
毒

・
力
増
加
セ
シ
事
質
ト
類
似
ノ
現
象
ナ
Y

ペ
ジ
。

ナ
η
ノ。

（八
）余
A

臆
嚢
内
へ
「
ト
y
プ
シ
ン
」
或
A

十
二
指
腸
内
容
蘭
ヲ
注
入
ジ
、
騰
嚢
ノ
壊
死
ト
共
一
一

非
穿
孔
性
腹
膜
炎
ノ
費
生
ヲ
見
タ
Y

毛
、
腹
腔

内
惨
州
物
－
二
脂
色
素
ヲ
詩
明
ス

Y
能
A

ザ

y
キ
。
然
Y

－
一
盟
主

氏
A

膿
汁
色
－
一

着
色
シ
タ
Y
少
量
ノ
腹
腔
内
液
ヲ
見
タ
y
ト
イ
フ
。

サ
レ
ド
氏
A

同
時
一
一
輪
腸
管
ヲ
結
梨
U
J

居
レ
バ、
責
措
一
ガ
脅
生
シ
b
p

y

魚
メ
ュ
腹
腔
内
液
ガ
着
色
シ
タ
リ
ト

モ
考

へ
符
ラ
山
戸
、
ニ

ヨ
y
、
氏

ノ
結
果
ヲ
直
チ
ニ
信
ズ
Y
ヲ
得
ズ
。

五
、
結

論

（
一
）
臓
議
内
へ

0
・
八
五
%
減
蘭
食
関
水
ヲ
注
入
シ
、
騰
嚢
管
ヲ
結
紫
ス
Y

屯
、
臆
嚢

－一
A

特
ニ
注
意
ス

ペ
キ
獲
化
ヲ
来
ナ
ズ
。

（
二
）
騰
議
内
へ
五
%
「
ト
ソ
プ

ジ
ン
L
溶
液
ヲ
注
入
ジ
、
勝
嚢
管
ヲ
結
集
ス

レ
バ
、
臆
嚢
壁

－一
固
形
細
胞
ノ
浸
潤
、
全
唐
ノ
壊
死
或
A

穿
孔
ヲ
見
、

腹
腔
内
ニ
モ
限
局
性
或
A

汎
費
性
腹
膜
炎
ヲ
見
Y

コ
ト
ア

y
。

（
三
）
臆
嚢
内
へ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」搭
液
ヲ
注
入
ジ
、
轍
謄
管
ヲ
結
裁
ス

Y

モ
、
謄
嚢
ノ
獲
化
A

聴
微
ナ
リ
。

轍
騰
管
ヲ
結
業
セ
ザ
レ
バ
、

臆
裳
－一

獲
化
ナ
シ
。

（
四
）
騰
嚢
内
へ
十
二
指
腸
内
容
蘭
乳
剤
ヲ
注
入
シ
、
騰
嚢
管
ヲ
結
強
ス
レ

バ
、
防
相
一
裳
壁

－一
図
形
細
胞
ノ
浸
潤
或
A

全
層
ノ
壊
死
及
ピ
非
穿
孔
性

腹
膜
炎
ヲ
見
y
。

（
五
）
膿
議
内
へ
「
ト
リ
プ
ジ
ン
」
及
ピ
十
二
指
腸
内
容
商
乳
剤
ヲ
同
時

一一注
入
しγ
、謄
議
管
ヲ
結
紫
ス
レ
バ
、
膿
護
壁

一一同
形
細
胞
ノ
浸
潤
ヲ
見

y
ヵ
．
或
A

帥
府
議
ノ
全
暦
ノ
壊
死
ト
共
ニ
穿
孔
性
或
A

非
穿
孔
性
腹
膜
炎
ヲ
見
U
F

。

（
六
）
「
ト
叫
ノ
プ
シ
ン
」
或
A

十
二
指
腸
内
容
菌
乳
剤
ヲ
臆
嚢
へ
注
入
シ
ア
義
生
シ
タ
Y

非
穿
孔
性
腹
膜
炎
ノ
腹
腔
内
惨
出
物
－
二

臆
色
素
ヲ
読

明
ス
Y
能
λ

ず

y
キ
。
故
－
一余
A

非
穿
孔
性
脂
汁
性
腹
膜
炎
7
費
生
セ

シ
ム

Y
能
A

ザ
リ
キ。
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事
量
以
~
【
自
民
柳
】
宇
田

~（ j司
1(
（事眠時年総

1
 1( 1() 

Z
u
s
a
m
m
e
n
f
a
s
s
u
n
g
.
 

U
m
 m
i
r
 
dariiber 

Klarheit 
zu 
verschaffen, 

o
b
 
das 
Trypsin 
N
e
k
r
o
s
e
 der 
G
a
l
l
e
n
b
l
a
s
e
n
w
a
n
d
 
u
n
d
 
gallige 
Peritonitis 

e
r
z
e
u
g
e
n
 
k
a
n
n
 
o
d
e
r
 
ni
cht, 
h
a
b
e
 
ich 
in 
verschiedener 

W
e
i
s
e
 
T
r
y
p
s
i
n
l
o
s
u
n
g
 
u
n
d
 
B
a
k
t
e
r
i
e
n
a
u
f
s
c
h
w
e
m
m
u
n
g
 
in 
die 

Galle
巾
lase
injiziert 
u
n
d
 
d
a
n
n
 die 
Gallenbl

旦
se
histologisch 

untersucht. 
D
i
e
 Resultate 

sind 
die 
folgenden :

 

I) 
Zuerst 
i吋
izierte
ich 0,85 %

-
i
g
e
 K
o
c
h
s
a
l
z
l
o
s
u
n
g
 
d
u
r
c
h
 d
e
n
 D
u
c
t
u
s
 cysticus 

eines 
H
u
n
d
e
s
 in ・die 
Gallenblase 

u
n
d
 

ligierte 
d
e
n
 D
u
c
t
u
s
 cysticus sofort doppelt. 

N
a
c
h
 7
2
 S
t
u
n
d
e
n
 fand ich m

a
k
r
o
s
k
o
p
i
s
c
h
 u
n
d
 histologis

ch
 keine V
e
r
a
n
d
e
r
u
n
g
 

in 
der 
Gallenblase 

u
n
d
 
keinen 
E
r
g
u
s
s
 
in 
d
e
r
 
B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
.
 

2) 
W
e
n
n
 
m
a
n
 
5
 %-
i
g
e
 
Trypsinlosung 

<lurch 
d
e
n
 
D
u
c
t
u
s
 
cysticus 

in 
die 
Gallenblase 

injiziert 
u
n
d
 d
e
n
 D
u
c
t
u
s
 

cysticus 
sofort 
doppelt 
ligiert, 
beobachtet 

m
a
n
 n
a
c
h
 
7
2
 
S
t
u
n
d
e
n
 
fast 
totale 
N
e
k
r
o
s
e
 
der 
G
a
l
l
e
n
b
l
a
s
e
n
w
a
n
d
.
 
In 
d
e
r
 

B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
 
findet 
m
a
n
 
bald 
diffuse 
o
d
e
r
 
zirkumskripte 

Perforationsperitonitis, 
bald 
n
u
r
 
V
e
r
w
a
c
h
s
u
n
g
e
n
 
z
w
i
s
c
h
e
n
 
d
e
r
 

Gallenblase 
u
n
d
 d
e
n
 Leberlappen. 

In 
a
n
d
e
r
e
n
 
Fallen 
beobachtet 

m
a
n
 
keine 
Nekrose, 

sondern 
Rundzelleninfiltration 

der 
Gallenblasenwand. 

D
i
e
 B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
 bleibt 
dabei 
intakt. 

3) 
W
e
n
n
 
m
a
n
 
5
砂
ige
T
r
y
p
s
i
n
l
o
s
u
n
g
 
transhepatisch 

in 
die 
Gallenblase 

injiziert 
u
n
d
 
d
e
n
 
D
u
c
t
u
s
 c
h
o
l
e
d
o
c
h
u
s
 

ligiert, 
beobachtet 

m
a
n
 bei 
der 
zweiten 
L
a
p
a
r
o
t
o
m
i
e
 
n
a
c
h
 72 
S
t
u
n
d
e
n
 
o
d
e
r
 
5
 T
a
g
e
n
 Ikterus 

des 
P
e
r
i
t
o
n
e
u
m
 
viscerale 

u
n
d
 
Rundzelleninfiltration 

o
d
e
r
 
S
c
h
l
e
i
m
h
a
u
t
n
e
k
r
o
s
e
 
d
e
r
 
Gallenblasenwand. 

W
e
n
n
 m
a
n
 n
a
c
h
 
der 
Injektion 

v
o
n
 T
r
y
p
-

sinlosung 
d
e
n
 D
u
c
t
u
s
 c
h
o
l
e
d
o
c
h
u
s
 
nicht 
ligiert, 
findet 
m
a
n
 fast 
keine 
V
e
r
a
n
d
e
r
u
n
g
e
n
 
in 
der 
G
孔
llenblasenwand

.

4) 
W
e
n
n
 
m
a
n
 
B
a
k
t
e
巾
n
a
u
f
s
c
h
w
e
m
m
u
n
g
des 
Duodenalinhalts 

eines 
n
o
r
m
a
l
e
n
 
H
u
吋
es
<lurch 
d
e
n
 D
u
c
t
u
s
 cysticus 

in 
die 
Gallenblase 

injiziert 
u
n
d
 d
e
n
 D
u
c
t
u
s
 cysticus 

doppelt 
ligie
叫
beobachtet

m
a
n
・
 
n
a
c
h
 
7
2
 
S
t
u
n
d
e
n
 
bei 
m
a
n
c
h
e
n
 

Fallen 
keine 
V
e
r
a
n
d
e
r
u
n
g
 
in 
der 
B
a
u
c
h
h
o
h
l
e
,
 
bei 
a
n
d
e
r
e
n
 
diffuse 
Peritonitis 

o
h
n
e
 
m
a
k
r
o
s
k
o
p
i
s
c
h
 
n
a
c
h
w
e
i
s
b
a
r
e
 

Perforation 
der 
Gallenblase. 

M
i
k
r
o
s
k
o
p
i
s
c
h
日
n
d
e
t
sich in 
der g
a
n
z
e
n
 Schicht d

e
r
 G
a
l
l
e
n
b
l
a
s
e
n
w
a
n
d
 Rundzelleninfiltration 

o
d
e
r
 totale 
Nekrose. 



s) 
W
e
n
n
 m
a
n
 
d
u
r
c
h
 
d
e
n
 
b
u
c
t
u
s
 cysticus 

die 
B
a
k
t
e
r
i
e
n
a
u
(
s
c
h
w
e
m
m
u
n
g
 
u
n
d
 die 
i
r
y
p
s
l
n
l
o
s
u
n
g
 
z
u
s
a
m
m
e
n
 in 
d
i
e
 

G
a
l
l
e
n
b
l
a
s
e
 
injiziert 

u
n
d
 d
e
n
 
D
u
c
t
1
1
s
 
cysticus 

ligiert, 
sieht 
m
a
n
 n
a
c
h
 7
2
 
S
t
u
n
d
e
n
 b
a
l
d
 
di
仔
u
s
e
Peritonitis 

m
i
t
 
o
d
e
r
 
o
h
n
e
 

P
e
r
f
o
r
a
t
i
o
n
 
d
e
r
 
Galler.blase, 

b
a
l
d
 
k
e
i
n
e
 
Peritonitis. 

M
i
l
王rosl
王o
p
i
s
c
h
白
n
d
e
t
sich 
in 
d
e
r
 
G
a
l
l
e
n
b
la
s
e
n
w
a
n
d
 totale 
N
e
k
r
o
s
e
 

o
d
e
r
 n
u
r
 
R
u
n
d
z
e
l
l
e
n
i
n日
ltration.

6) 
W
e
n
n
 k
e
i
n
e
 
P
e
巾
ration
d
e
r
 
G
a
l
l
e
n
b
l
a
s
e
 
konstatiert 

w
u
r
d
e
,
 
liessen 
sich 
k
e
i
n
 
Gallenfarbstoff n

a
c
h
 d
e
r
 
M
e
t
h
o
d
e
 

v
o
n
 
G
m
e
l
i
n
 
u
n
d
 
k
e
i
n
 
Tiilirubin 

n
a
c
h
 
d
e
r
 
d
i
r
e
k
t
e
n
 
M
e
t
h
o
d
e
 
v
o
n
 
H
i
j
m
a
n
s
 
v
a
n
 
d
e
n
 
B
e
r
g
h
 
i
m
 
B
a
u
c
h
hぬ
l
e
n
e
r
g
u
s
s

n
a
c
h
w
e
i
s
e
n
.
 A
l
s
o
 k
o
n
n
t
e
 ich 
d
u
r
c
h
 Injektion v

o
n
 T
r
y
p
s
i
n
 
u
n
d
 D
a
r
m
b
a
k
_
t
e
r
i
e
n
 
totale 
N
e
k
r
o
s
e
 
d
e
r
 
G
a
l
l
e
n
b
l
a
s
e
 
e
r
z
e
u
g
e
n
,
 

a
b
e
r
 
k
e
i
n
e
 
e
c
h
t
e
 
perforationslose 

gallige 
Peritonitis. 

(
 
Autoreferat). 
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